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島根おおちトピックス
角
谷
発
電
所
始
動　

島
根
お
お
ち
地
区
本
部
が
保
有
し
て

い
る
角
谷
発
電
所
が
改
修
工
事
を
終
え
、

10
月
1
日
よ
り
運
転
を
開
始
し
ま
し
た
。
10
月
17
日
に
は

竣
工
式
を
執
り
行
い
、
島
根
県
議
会
議
員
洲
濱
繫
達
様
、

美
郷
町
副
町
長
岸
本
建
夫
様
を
は
じ
め
多
く
の
関
係
者
に

ご
出
席
い
た
だ
き
盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

角
谷
発
電
所
は
昭
和
40
年
に
建
設
さ
れ
、
農
業
の
近
代

化
に
伴
う
電
力
需
要
の
増
大
に
呼
応
す
る
た
め
、
都
賀
発

電
所
と
共
に
お
よ
そ
半
世
紀
に
渡
る
稼
働
を
続
け
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
長
期
間
の
稼
働
の
な
か
老
朽
化
が
進
ん

だ
た
め
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
特
別
措
置
法
の
法
改
正

を
転
機
と
捉
え
、
同
法
に
基
づ
く
電
力
の
固
定
価
格
買
取

制
度
（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）
を
活
用
し
、
平
成
29
年
10
月
よ
り
都
賀

発
電
所
と
合
わ
せ
て
大
規
模
改
修
工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。

式
典
の
中
で
、
日
髙
本
部
長
は
「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活

用
し
た
こ
の
発
電
所
事
業
を
50
年
、
１
０
０
年
と
続
け
て

い
け
る
よ
う
、
使
命
と
目
的
を
持
っ
て
引
き
継
い
で
い
き

た
い
。」
と
話
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
の
改
修
工
事
に
あ

た
り
多
大
な
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
た
、
株
式
会
社
フ
ソ
ウ

中
国
支
社
様
、
中
電
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
株
式
会
社
様

に
竹
下
組
合
長
よ
り
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
た
な
施
設
で
は
、
年
間
で
角
谷
発
電
所
が
１
５
０
万

ｋ
ｗ
ｈ
、
都
賀
発
電
所
が
１
４
５
万
ｋ
ｗ
ｈ
の
売
電
を
予

定
し
て
お
り
、
安
全
な
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
・

確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
を
す
す
め
、
地
域
の
水
資
源
を

活
か
し
た
小
水
力
発
電
所
を
後
世
に
引
き
継
ぎ
ま
す
。

　

こ
の
度
の
都
賀
・
角
谷
発
電
所
改
修
工
事
に
あ
た
り
、
行

政
関
係
者
を
は
じ
め
、
地
元
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
頂
き
ま
し
た
こ
と
を
改
め
ま
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

年
金
受
給
者
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　

島
根
お
お
ち
地
区
本
部
で
は
、
Ｊ
Ａ
に
年
金
口
座
を
ご
指
定

頂
い
て
い
る
方
を
対
象
と
し
た
年
金
受
給
者
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
を
邑
南
町
石
見
ス
タ
ジ
ア
ム
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
今

年
で
7
回
目
と
な
っ
た
こ
の
大
会
は
、
組
合
員
相
互
の
親
睦
と
健

康
増
進
を
目
的
に
企
画
し
、高
齢
化
す
る
地
域
社
会
の
な
か
で
組
合
員
、地
域
住
民
、

Ｊ
Ａ
が
一
体
と
な
っ
て
健
康
づ
く
り
、
生
き
が
い
づ
く
り
を
行
っ
て
い
け
る
こ
と
を

目
指
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
秋
晴
れ
の
中
、
各
支
店
よ
り
１
３
６
名
の
参
加
を
い
た
だ
き
、
和
気

あ
い
あ
い
と
プ
レ
ー
を
楽
し
み
な
が
ら
親
睦
を
深
め
ら
れ
ま
し
た
。
ホ
ー
ル
イ
ン

ワ
ン
を
出
す
参
加
者
も
多
数
お
ら
れ
、
参
加
者
は
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

3
10月

17
10月

優　
勝
：
沖　
田　
正　
人
（
川
本
）【
写
真
中
央
】

準
優
勝
：
光　
田　
忠　
正
（
川
本
）【
写
真
左
】

第
三
位
：
坂　
本　
冨
士
人
（
石
見
）【
写
真
右
】
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島根おおちトピックス
「
ふ
れ
あ
い
農
園
」
い
も
ほ
り
交
流
会

　

島
根
お
お
ち
青
年
連
盟
、
島
根
お
お
ち
女
性
部
、
島
根
お
お
ち
地
区

本
部
が
協
力
し
、
10
月
10
日
、
邑
南
町
中
野
地
区
の
「
ふ
れ
あ
い
農
園
」

で
保
育
園
児
を
対
象
に
芋
掘
り
交
流
会
を
開
催
し
、
管
内
９
つ
の
保
育

所
か
ら
園
児
１
１
９
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
当
日
農
園
に
は
続
々
と
園

児
が
到
着
し
、
6
月
に
自
分
達
で
植
え
た
サ
ツ
マ
イ
モ
の
収
穫
を
待
っ
て
い
ま
し
た
が
、
朝

か
ら
の
曇
り
空
が
雨
と
な
っ
て
し
ま
い
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
収
穫
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
園
児
達
は
そ
の
ま
ま
、
女
性
部
が
準
備
し
た
昼
食
会
場
へ
と
向
か
い
、
お
昼
が
で
き

る
ま
で
の
間
、
青
年
連
盟
盟
友
よ
り
サ
ツ
マ
イ
モ
が
ど
の
よ
う
に
し
て
で
き
る
か
の
説
明
を

受
け
、
園
児
達
は
興
味
津
々
で
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

昼
食
は
女
性
部
に
よ
り
、
サ
ツ
マ
イ
モ
ご
飯
、
サ
ツ
マ
イ
モ
茶
巾
、
鶏
の
煮
込
み
、
カ
ボ

チ
ャ
ス
ー
プ
な
ど
6
品
が
用
意
さ
れ
、
サ
ツ
マ
イ
モ
ご
飯
は
ラ
ッ
プ
で
包
み
園
児
達
自
ら
お

に
ぎ
り
に
し
て
、
美
味
し
そ
う
に
口
い
っ
ぱ
い
ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

　

い
も
ほ
り
交
流
会
は
今
年
で
14
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
今
年
は
残
念
な
が
ら
い
も
ほ
り

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
後
も
青
年
連
盟
、
女
性
部
、
Ｊ
Ａ
が
協
力
し
、

子
ど
も
た
ち
が
土
に
触
れ
、
野
菜
に
つ
い
て
知
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
地
元
の
作
物

を
知
り
、
農
業
の
良
さ
を
伝
え
て
い
く
食
農
教
育
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

県
共
進
会

　

松
江
市
宍
道
町
の
島
根
中
央
家
畜

市
場
に
お
い
て
、
平
成
30
年
度
島
根
県

種
畜
共
進
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
共
進
会
は
県
内
産
牛
の
質
の
向
上
や
振
興
を
目

的
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
、
畜
産
農
家
が
日
頃
丹
精

込
め
て
飼
養
管
理
し
た
牛
を
、
月
齢
別
に
発
育
・
品
位
・

栄
養
度
な
ど
を
個
体
ご
と
に
比
較
し
審
査
が
行
わ
れ
ま

す
。
県
下
の
各
地
域
か
ら
選
抜
さ
れ
た
、肉
用
種
牛
46
頭
、

乳
用
種
牛
36
頭
が
出
場
し
、
当
地
区
本
部
か
ら
は
、
8

月
に
行
わ
れ
た
管
内
選
抜
会
に
お
い
て
選
ば
れ
た
、「
こ

な
み
」
号
【
矢
上
高
校
】（
邑
南
町
）、「
も
も
か
」
号
【
山

下
和
美
さ
ん
】（
邑
南
町
）、「
ゆ
り
く
に
」
号
【
西
槇
和

江
さ
ん
（
美
郷
町
）
の
３
頭
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
合
わ
せ
て
後
継
者
育
成
を
目
的
と
し
た
Ｊ
Ａ

女
性
部
和
牛
審
査
競
技
会
も
行
わ
れ
、
和
牛
審
査
競
技

に
取
り
組
む
高
校
生
も
参
加
す
る
な
ど
、
11
チ
ー
ム
が

出
場
し
、
和
牛
審
査
眼
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
島
根
県
種
畜
共
進
会

優
良
賞
「
こ
な
み
」
号	

矢
上
高
校
（
邑
南
町
）

優
良
賞
「
も
も
か
」
号	

山
下
和
美
（
邑
南
町
）

優
良
賞
「
ゆ
り
く
に
」
号	

西
槇
和
江
（
美
郷
町
）

●
Ｊ
Ａ
女
性
部
和
牛
審
査
競
技
会

準
優
勝	

島
根
県
立　

矢
上
高
等
学
校
Ａ

　
　
　
　　
（
河
野
向
日
葵
、
井
上
阿
須
香
、
甲
山
美
紀
） 20

10月

10
10月

「ゆりくに」号　西槇和江 「こなみ」号　矢上高校「ももか」号　山下和美
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島根おおちトピックス
「
島
根
の
花
」品
評
会
開
催

　

松
江
市
の
松
江
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
ガ
ー
デ
ン
で
「
島
根
の
花
」

品
評
会
が
行
わ
れ
管
内
か
ら
３
点
の
出
品
が
あ
り

ま
し
た
。
県
内
各
地
域
か
ら
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
、

菊
を
中
心
に
１
２
２
点
の
出
品
が
あ
り
、
審
査
の

結
果
、
邑
南
町
の
丸
原
博
幸
さ
ん
か
ら
出
品
さ
れ

た
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
丸
原

さ
ん
は
「
前
回
の
夏
に
続
き
受
賞
で
き
大
変
励
み

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
品
質
向
上
に
努
め

て
頑
張
っ
て
行
き
た
い
。」と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

島
根
お
お
ち
の
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
は
地
元
の
市

場
及
び
広
島
・
岡
山
・
兵
庫
・
大
阪
の
市
場
へ
も

出
荷
し
て
お
り
評
価
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

島
根
お
お
ち
地
区
本
部
管
内
の
受
賞
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。

・
島
根
県
花
き
生
産
者
協
議
会
長
賞

　

丸　

原　

博　

幸
（
邑
南
町
）

　

品
目
：
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ

　

品
種
：
Ｓ
Ｏ
八
雲
雅

組
合
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

島
根
お
お
ち
地
区
本
部
運
営
委
員
就
任
の
お
知
ら
せ

　

島
根
お
お
ち
地
区
本
部
で
は
、
10
月
5
日
浜
田
市
金
城
町
に
あ
る
金
城
カ
ン

ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
組
合
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の

大
会
は
、
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
合
併
以
前
か
ら
続
い
て
い
る
大
会
で
、
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
に
合
併
し
た
た
め

第
4
回
大
会
と
な
り
ま
す
が
、
合
併
前
か
ら
数
え
る
と
23

回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
組
合
員
の
親
睦
と
健
康
増

進
を
目
的
に
開
催
し
、
当
日
は
各
支
店
か
ら
90
名
の
参
加

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
昨
年
は
悪
天
候
で
の
開
催
と
な
り
、

今
年
も
台
風
接
近
の
影
響
で
天
候
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

無
事
天
気
も
持
ち
、
参
加
者
は
プ
レ
ー
を
楽
し
み
な
が
ら

親
睦
を
深
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優　

勝
：
横　

山　

修　

治
（
石
見
）

準
優
勝
：
小　

林　

健　

司
（
瑞
穂
）

第
三
位
：
服　

部　

国　

昭
（
石
見
）

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞
：
日　

高　

孝　

雄
（
石
見
）

レ
デ
ィ
ー
ス
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞
：
小　

林　

君　

枝（
瑞
穂
）

　

欠
員
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
邑
智
地
区
の
島
根
お
お
ち
地
区
本
部
運
営
委
員
に
小
井
戸
正
和
氏

が
選
出
さ
れ
、
10
月
18
日
付
け
で
就
任
が
決
定
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

5
10月

21
10月

新
任
運
営
委
員

氏　
　
名

年　
齢

選
出
地
区

就　
任　
日

小こ

い

ど
井
戸　
正ま

さ　
和か

ず

62
歳

邑　
智

平
成
30
年
10
月
18
日

し
ま
ね
び
よ
り
10
月
号
島
根
お
お
ち
ト
ピ
ッ
ク
ス
に
関
わ
る
お
詫
び
と
訂
正

11
月
ゆ
と
り
倶
楽
部
記
事
に
つ
い
て

書
道
に
必
要
な
『
文
法
の
四
宝
』
と
記
載
し
ま
し
た
が
、
正
し
く
は
、『
文
房
四
宝
』
で
し
た
。

お
詫
び
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

!
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島根おおちトピックス

大 和 支 店 邑 智 支 店

ゆ
と
り
倶
楽
部
６
回
講
座
開
催

　

ゆ
と
り
倶
楽
部
で
は
第
６
回
講
座
を
Ｊ
Ａ
中
野

農
業
団
地
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は

美
郷
町
出
身
で
島
根
、
広
島
両
県
で
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
と
し
て
ご
活
躍
の
貝
谷
万
里
子
さ
ん
に
お

越
し
い
た
だ
き
介
護
予
防
体
操
を
受
講
し
ま
し
た
。
当
日
は
11
名
の

受
講
生
が
集
ま
り
、
ま
ず
筋
肉
は
使
わ
な
い
と
①
太
も
も
、
②
お
尻
、

③
ふ
く
ら
は
ぎ
の
順
に
衰
え
る
。
ま
た
、
楽
し
く
身
体
を
動
か
し
て

た
く
さ
ん
笑
う
こ
と
で
Ｎ
Ｋ
細
胞
が
活
性
化
し
免
疫
力
が
高
ま
る
な

ど
の
お
話
し
を
い
た
だ
い
た
あ
と
早
速
、
前
半
は
椅
子
に
座
っ
て
指

ま
わ
し
、
か
か
と
上
げ
下
げ
に
始
ま
り
Ｃ
Ｄ
音
楽
に
合
わ
せ
て
タ
イ

チ
ー
の
動
き
、
唱
歌
「
ふ
る
さ
と
」
を
歌
い
な
が
ら
フ
ラ
の
動
き
な

ど
を
、
後
半
は
和

室
に
移
動
し
骨
盤

の
歪
み
を
整
え
る

ス
ト
レ
ッ
チ
、
肩

関
節
の
動
き
を
良

く
す
る
ス
ト
レ
ッ

チ
な
ど
を
習
い
ま

し
た
。
受
講
生
は

時
々
「
イ
タ
タ
タ

タ
」
な
ど
声
を
発

し
な
が
ら
も
楽
し

そ
う
に
取
り
組

み
、
質
問
も
た
く

さ
ん
あ
り
和
気
あ

い
あ
い
の
講
座
と

な
り
ま
し
た
。 24

10月

　出雲市の大社文化プレイス
うらら館において、平成 30
年度クルマスターロールプレ
イングコンテストが開催され
ました。このコンテストは組
合員・契約者の皆様へお役立
ちの気持ちを持って保障の必
要性を伝え、保障の拡充と自
動車共済の普及拡大を目指
し、支店の自動車共済担当者であるスマイルサポー
ターの育成を目的に開催されているもので、コンテ
ストは県内 11 地区本部の代表によって行われまし
た。島根おおち地区本部からは大和支店の唐溪由美
子職員が代表として出場し、対応力やセールス技術、
接遇マナー等の審査が行われ、見事好成績を収めま
した。自動車共済のご継続、新規加入で支店窓口に
ご来店いただいた際は、皆様に安心して自動車に乗っ
ていただけるよう、保障の提案をしてまいります。

　邑智支店では10月4日（木）に第11回『JA年金友の会』 
総会を大田市さんべ荘にて開催しました。今回の総会
は、55名の会員の皆様にご参加を頂き、盛大に開催す
ることが出来ました。総会の後は、地元美郷地域で活
動をされている『千絵乃会』の会主、佐古千鶴子さんと
会員の方による舞踊と、『ささぐり演芸』の歌、踊り、
爆笑トークで笑ったり、さんべ荘のいろいろなお風呂
でゆっくりとくつろいで頂き、楽しんで頂けたのではな
いかと思います。
　『JA年金友の会』では、年間を通して様々なイベント
を計画しており、皆様のご参加をお待ちしております。

支店
だよ
り支店

だよ
り
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農 だ よ り営

頭数 最高価格 最低価格 平均価格

中 央 市 場
メス 96 938,520 119,880 609,300
ヌキ 160 1,085,400 109,080 755,278
合計 256   700,536

島根おおち
メス 10 784,080 508,680 677,700
ヌキ 17 953,640 483,840 761,654
合計 27   730,560

瑞 穂
メス 2 691,200 508,680 599,940
ヌキ 3 798,120 577,160 728,280
合計 5   676,944

羽 須 美
メス     
ヌキ  
合計 0   

石 見
メス 1 609,120 609,120 609,120
ヌキ 2 760,320 734,400 747,360
合計 3   701,280

川 本
メス 4 751,680 609,120 688,500
ヌキ 5 761,400 483,840 698,328
合計 9   693,960

邑 智
メス 2 784,080 711,720 747,900
ヌキ 7 953,640 757,080 825,274
合計 9   808,080

大 和
メス 1 718,200 718,200  718,200  
ヌキ     
合計 1    718,200 

桜 江
メス  
ヌキ
合計 0    

県外移出率

39.02%合計22.50%去勢雌 64.42%

中央 “急落”

平成30年10月子牛市場成績表

　本県 10 月の子牛市場は、中央で開設し、
256頭の上場があり、平均価格は700,536 円
（前回比 91千円安）で“急落”、取引となりました。
　10月に入り気温が下がり、牛の体調もやや
回復傾向となりましたが、素牛高により肥育農
家の経営状況が厳しくなるなか、購買者の購入
意欲の停滞も影響しました。

農業用パイプハウスの雪害対策を
実施してください。

　積雪の季節を迎える時季となりました。地区本部管内では近年倒壊など、積雪による被害が多く発生してい
ます。農業用パイプハウスを所有の方は、次のことを実施してください。
①ハウスビニールを取り外す。
②ビニールのたるみが無いようにビニペット、スプリング、マイカ線等でピンと張り直す。
③雪害用支柱など適切な支柱を設置する。柱の下には板やブロックなどの台石を置き土中に沈み
込むことを防ぐ
④横梁の補強をする。外側方向への拡がりを防止する。（使用する部材はパイプ等が良いが、ワイ
ヤーや番線等でも補強効果が期待できる。）

　除雪が追い付かず、倒壊の危険が迫っている場合は、やむを得ない処置としてビニールを切断する。但し、
落雪や倒壊の恐れがないか細心の注意を払いながら、安全を充分に確保した上で作業をしてください。

14



　病害虫に対しては有効な農薬も、なかに
は環境汚染を引き起こすものもあります。
様々な事故を未然に防止するために、JA
として農家に保管されている不要な農薬の
回収を下記の日程で行います。

12月3日（月）〜
12月7日（金）

　希望者は廃棄農薬を普通物・毒物劇物に分類し各営
農生活事業所に持参してください。

普通農薬………… 1㎏当たり400円
毒物劇物農薬…… 1㎏当たり500円
・薬剤全て残量あるなしに関わらず計量し、処理料を
計算いたします。

※乳剤・液剤については容器の容量で処理料を計算します。
※普通物と毒物劇物との区別不能な物は毒物劇物扱いとします。

農業用廃棄農薬回収処理 回収方法・分別

経　費

回収実施期間

（
税
込
）
（
税
込
）

JAしまね 島根おおち地区本部

期間

以降
予定

平成
30年11月22日〜23日木 金・祝

島根おおち地区本部

※店頭販売のみ対
象となります。

（配達は対象外となります）

石見自動車燃料センター　☎ 0855-95-0406
瑞穂自動車燃料センター　☎ 0855-83-0151
市木給油所　　　　　　　☎ 0855-85-1001

12 〜 3月：第 4木・金曜日
平成 30年 12月 27・28日
平成 31年 1月 24・25日
平成 31年 2月 21・22日
平成 31年 3月 21・22日
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女
が
性
行
部
く

島根おおち地区本部

問い合わせ先 ☎83-1802

リ
ゾ
ー
ト
祭
り
出
店

ケ
イ
ト
ウ
栽
培
出
荷
反
省
会
の
開
催

　

島
根
お
お
ち
女
性
部
は
平
成
23
年
か
ら
営
農
活
動
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
ケ
イ
ト
ウ
栽
培
出
荷
を
終

え
、
30
年
度
の
反
省
会
を
い
わ
み
温
泉
「
霧
の
湯
」
で
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
ケ
イ
ト
ウ
栽
培
に
取
り

組
ん
で
い
る
女
性
部
員
と
一
般
生
産
者
11
名
、
営
農
指
導
員
４
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
女
性
部
寺
内
部
長

の
挨
拶
の
あ
と
、
営
農
部
の
三
浦
指
導
員
よ
り
今
年
の
ケ
イ
ト
ウ
出
荷
実
績
な
ど
概
況
報
告
が
さ
れ
ま
し

た
。
続
い
て
研
修
で
は
広
島
県
中
央
卸
売
市
場
「
㈱
花
満
」
の
新
田
千
晶
さ
ん
か
ら
「
今
年
の
ケ
イ
ト
ウ

は
ど
こ
の
産
地
も
栽
培
が
難
し
く
顧
客
の
注
文
を
受
け
る
の
が
大
変
だ
っ
た
。
価

格
は
品
質
が
良
い
物
は
高
値
が
付
い
た
。
島
根
お
お
ち
の
ケ
イ
ト
ウ
は
市
場
で
も

人
気
が
高
い
。
品
質
の
良
い
物
を
出
荷
す
れ
ば
売
れ
る
の
で
自
信
を
持
っ
て
栽
培

し
出
荷
し
て
欲
し
い
。」
と
の
お
話
し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
意
見
交
換
で
は
７
月

豪
雨
被
害
、
日
照
り
続
き
や
気
温
の
上
昇
に
よ
り
花
丈
が
取
れ
な
か
っ
た
。
花
色

に
よ
っ
て
は
出
荷
を
断
念
し
た
物
も
あ
っ
た
。
来
年
に
向
け
て
ど
う
改
善
す
れ
ば

品
質
の
良
い
物
が
出
来
る
か
な
ど
質
疑
応
答
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
懇
親

会
で
は
生
産
者
、
市
場
、
指
導
担
当
者
の
三
者
が
よ
り
強
く
結
び
つ
き
来
年
の
ケ

イ
ト
ウ
栽
培
に
向
け
て
気
持
ち
も
新
た
に
取
り
組
む
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

　

島
根
お
お
ち
地
区
本
部
羽
須
美
支
店

と
女
性
部
羽
須
美
支
部
が
協
力
し
、
羽

須
美
（
口
羽
地
区
）
で
開
催
さ
れ
た
リ

ゾ
ー
ト
祭
り
に
出
店
し
ま
し
た
。
野
菜

ク
イ
ズ
や
米
の
等
級
当
て
ク
イ
ズ
な
ど

を
行
っ
た
他
、
き
ぬ
む
す
め
、
ハ
ー
ブ

米
コ
シ
ヒ
カ
リ
、
つ
や
姫
の
３
種
類
の

米
を
炊
き
、
一
口
サ
イ
ズ
の
お
に
ぎ
り

に
し
た
食
べ
比
べ
も
行
い
ま
し
た
。
来

場
者
は
、
米
を
何
度
も
見
比
べ
、
食
べ

比
べ
る
な
ど
し
、
味
の
違
い
を
考
え
て

い
ま
し
た
。

◇
段
々
秋
め
い
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
の
夏
は
猛
暑
で
水
稲
の
生
育
は
ほ
ぼ
良
い
状
況
で

し
た
が
、
稲
刈
り
時
期
に
な
っ
て
台
風
が
何
度
も
被
害
を
及
ぼ
し
て
全
国
で
水
害
を
与
え

人
命
の
被
害
も
あ
り
来
年
こ
そ
よ
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

	

石
見
支
店
管
内　

Ａ
さ
ん　

60
代

●
毎
年
の
事
で
す
が
稲
刈
り
の
時
季
に
な
る
と
雨
が
降
り
ま
す
ね
。
折
角
順
調
に
育
っ
た
稲
も
最

後
の
最
後
で
倒
伏
し
た
り
、
鳥
獣
の
被
害
に
遭
っ
た
り
と
情
け
な
い
こ
と
で
す
。
今
年
の
作
況
指

数
は「
99
」の「
平
年
並
み
」だ
そ
う
で
す
が
皆
様
い
か
が
で
し
た
か
。
猛
暑
、
雨
不
足
、
倒
伏
、
鳥

獣
被
害
に
も
負
け
ず
上
位
等
級
が
つ
く
と
嬉
し
い
で
す
ね
。

◇
毎
月「
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
び
よ
り
」楽
し
み
に
拝
読
し
て
い
ま
す
。
野
々
村
先
生
の
毎
月
の
表
紙
心

癒
さ
れ
る
思
い
で
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。毎
回
素
敵
で
フ
ァ
ン
の
一
人
で
す
。「
し
ま
ね
○う
れ

し
ぴ
」
も
時
々
挑
戦
し
て
美
味
し
く
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

	

羽
須
美
支
店
管
内　

Ｋ
さ
ん　

80
代

●
先
月
、
出
雲
地
区
本
部
隣
り
の「
ラ
ピ
タ
本
店
」で
野
々
村
先
生
が「
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
び
よ
り
表
紙

の
原
画
展
」を
開
か
れ
て
い
ま
し
た
。
今
ま
で
表
紙
を
飾
っ
た
数
々
の
作
品
が
展
示
し
て
あ
り
懐

か
し
く
鑑
賞
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
場
に
は
野
々
村
先
生
と
奥
さ
ま
も
お
ら
れ
ま
し
た

よ
。
ラ
ッ
キ
ー
で
し
た
。

◇
健
康
散
歩
コ
ー
ナ
ー
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
が
載
っ
て
い
ま
し
た
が
そ
う
い
え
ば
そ
ろ
そ
ろ

予
防
注
射
を
す
る
時
季
に
な
り
ま
す
ね
。
一
度
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
り
ま
し
た
が
、
早
い
事

病
院
に
行
っ
た
の
で
大
事
に
な
ら
ず
に
済
み
ま
し
た
。
年
を
重
ね
る
と
治
り
も
遅
く
な
り
ま
す
。

今
年
も
注
射
を
し
に
行
く
つ
も
り
で
す
。
い
え
絶
対
に
行
き
ま
す
。

	

桜
江
支
店
管
内　

Ｓ
さ
ん　

60
代

●
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
悪
化
す
る
と
死
に
至
る
事
も
あ
り
大
変
怖
い
で
す
ね
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
罹
ら
な
い
た
め
に
も
日
々
の
予
防
は
大
切
で
す
。
う
が
い
と
手
洗
い
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！
ウ
ィ

ル
ス
を
は
ね
返
す
た
め
一
日
三
食
き
ち
ん
と
食
べ
て
体
力
、
抵
抗
力
を
つ
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

◇「
し
ま
ね
び
よ
り
」10
月
号
を
拝
見
し
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。「
し
ま
ね
び
よ
り
」で「
ブ
ド
ウ
」

栽
培
を
隠
岐
や
雲
南
で
さ
れ
て
い
て
感
心
し
ま
し
た
。
私
の
知
り
合
い
で
当
地
で
も
作
っ
て
居

ら
れ
る
方
が
あ
り
、
お
土
産
に
頂
い
て
よ
ば
れ
ま
し
た
。
皮
を
む
い
て
年
寄
り
で
も
頂
け
ま
す

の
で
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。
年
を
と
っ
て
も
何
か
を
作
り
食
べ
る
と
言
う
事
は
と
て
も
嬉
し
い
こ

と
で
す
。	

邑
智
支
店
管
内　

Ｋ
さ
ん　

90
代

●「
今
年
は
高
温
で
雨
が
少
な
く
栽
培
さ
れ
る
方
は
ご
苦
労
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
反
面
今
年

の
ブ
ド
ウ
は
糖
度
が
高
く
て
み
ず
み
ず
し
く
本
当
に
美
味
し
く
頂
か
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ち

な
み
に
ブ
ド
ウ
は
ブ
ド
ウ
糖
に
よ
り
疲
労
回
復
の
効
果
も
高
い
そ
う
で
す
よ
。

今
月
も
皆
さ
ん
か
ら
の
お
た
よ
り
が
た
く

さ
ん
届
い
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
そ
の
他
、
Ｊ
Ａ
に
対
す
る
ご
意

見
ご
要
望
な
ど
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

お便り紹介

21
10月

17
10月
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厚生年金受給中。この度心臓にペースメーカーを挿入された。奥様は国民年金のみの方

障害特例請求について

12月年金相談会
12/1（土）大和支店

10：00～15：00

　以前障害年金について学習しました。今回は、年金請求後 65歳までに、障害の状態となった場合、
受給中の年金はどうなるのか？

①障害の対象　障害厚生年金の 3級以上に該当する状態になった時
　（手や足の切断などの肢体の障害・人工骨挿入・人工透析・人工肛門・ペースメーカー挿入など）
②退職をしていること
③ 65歳までに障害状態になっていること

通常　62歳

62歳

障害特例として
請求する

※この場合、既に退職であり厚生年金 3級の障害の対象
となるため障害特例請求が出来ます。定額部分と加給
年が受給中の年金に加算されます。

12月の
行事紹介

15日（土）・17日（月）・18日（火）12月の外勤日

女子大学つくしんぼ
内　容：おせち料理
場　所：中野団地センター

年金相談会
場　所：大和支店

12月1日土
ゆとり倶楽部
内　容：フラワーアレンジ
場　所：中野団地センター

ご来店感謝デー
場　所：各支店

12月19日水
12月14日金

　県内の全支店を３つのグループに分けて行われた、JAしま
ね上期定期積金キャンペーンの競励において、石見支店がＡ
グループの１位を受賞しました。
　今後も組合員・利用者の皆様への感謝の気持ちと、お役立ち

の気持ちを持って
情報提供を行うこ
とに努めてまいり
ます。

　 62 歳、男性、無職

報酬比例（厚生年金部分）

報酬比例（厚生年金部分）

老齢基礎年金

老齢基礎年金定額部分

加入年金

加入年金加給年金

例

62歳時
ペースメーカー挿入後

上記のように、年金受給中の方が障害の対象になった場合、障害特例を請求できる場合があります。

必ず誰もが年金を受給できるとは言えません。手続き等も複雑です。
対象と思われる方は一度年金相談を受けられることをお勧めします。

【
重
要
】

条件として

石見支店が表彰を受けました

※11月17日（土）より変更となりました。

65歳

65歳

妻65歳まで

妻65歳まで

年金に関する疑問・質問は
お気軽にご相談ください JAしまね　島根おおち地区本部　金融課 TEL.83-1803

今年も「お客様ご来店感謝デー」を12月14
日（金）に開催いたします。各支店で素敵なプ
レゼントをご用意しています。皆様のご来店
を職員一同心よりお待ちしております。
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